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ガバメントクラウド利用料等に対する地方財政措置

今後目指すべき地方財政の姿と令和７年度の地方財政への対応等についての意見（抄）
（令和６年１２月９日、地方財政審議会）

なお、多くの地方自治体から、ガバメントクラウド利用料を含め標準準拠システム移行後の運用経費が大きく
増加するという声も上がっている。国は、標準準拠システムの運用状況を丁寧に把握し、地方自治体の意見を十
分に踏まえ、運用経費の低減が早期に確実に実現するよう事業者との調整や自治体への技術的支援に責任を持っ
て取り組むとともに、標準準拠システムの安定的な運用のために必要な経費については、所要の財源を確保し、
適切に地方財政措置を講じるべきである。

令和７年度の地方財政の見通し・予算編成上の留意事項等について（抄）（令和７年１月２４日）

地方公共団体のガバメントクラウドの利用料については、令和６年度までは先行事業として全額国費で対応し
ているが、令和７年度からは地方公共団体が負担することとなること。標準準拠システムの利用に伴うガバメン
トクラウドの利用料及び関連する費用については、所要額を一般行政経費（単独）に計上し、普通交付税におい
てガバメントクラウドへの移行状況に応じた措置を講ずることとしていること。
このほか、標準準拠システムへの移行に伴うシステム運用経費の増加分について、地方交付税措置を講ずるこ

ととしていること。
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○ガバメントクラウドの目指す姿（全体像）

共同利用・自治体クラウド

データセンタ単独利用

A市役所

B町 C村A市

膨大なデータ容量

高度なセキュリティ

多くの地方公共団体、各省庁が参加

大災害時でも大切な住民情報を守り、
継続的にサービス提供

自治体内の情報連携で
住民ニーズに応える
サービスを素早く立上げ

最新で高度なセキュリティ対策を
クラウド側が提供

現状 これから

データの地理分散

自治体の好事例の横展開
按分効果によるコスト削減

ガバメントクラウド

・
・
・

○ガバメントクラウドへの移行については、高水準なセキュリティの確保や緊急時の迅速な行政サービスの提供、システム開発な
どにも柔軟に対応できる等の観点から推奨するところ。

○なお、システム共同化等で既に最適化している地方公共団体であって、令和５年11月の説明会で示したランニングコスト削
減の対策をしてもなお費用増となる地方公共団体に対しては、ガバメントクラウドへすぐに移行しない場合であっても、将来
の現行基盤の機器増設時やシステム更改時等に、改めてガバメントクラウド活用を検討できるよう助言していく。

ガバメントクラウドの目指す姿
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